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第 １ 図 濃 尾 平 野 の 地 質 断 面 図
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海津正倫（名古屋大学文学部）
はじめに
近年シークェンス層序学が著しく進歩をとげ，また，第四紀末期の海面変化や，海面

変化（海水準変動）と堆積相とのかかわりに関する研究も活発におこなわれている
（太田ほか，１９８２，１９９０；斎藤，１９８７など）．本報告では，陸域と海域との接点にあり，
海面変化の影響が，堆積物の層序・層相に顕著に反映していると考えられる，沖積平
野の三角州堆積物に注目し，その形成・発達過程と海面変化とのかかわりについて検
討する．研究対象地域としては，日本における沖積層の模式地の一つである濃尾平野
（木曽川デルタ）を取り上げ，とくに完新世における沖積層の堆積過程に重点をおい
て考察する．

曽川デルタの沖積層と内湾の拡大
日本の代表的な沖積平野の一つである濃尾平野には，木曽川，長良川，揖斐側をは

じめとする多くのｉ引ＩＩが流れ，その南部には広大な三角州地帯が広がる．本報告では，
この三角州の広がる地域と，後氷期の海進（縄文海進）にともなって拡大した内湾に
形成された三角州の分布域とをあわせて木曽川デルタとよぶ．
濃尾平野（木曽川デルタ）（フ卵ｌｌ積層は，更新統最上部の濃尾層と完新統の南陽層と

に区分されており（古μに１９７２），前者は，井関（１９６２，１９８３）の区分による最終氷期最大
海面低下期に堆積した沖積層基底福肺指貫おおう下部砂泥互層，後者は，海進にともな
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っ て 拡 大 し た 内 湾 底 に 堆 積 し た と さ れ る 中 部 シ ル ト ・ 粘 土 層 （ 中 部 泥 層 ） と そ れ を お
お う 上 部 砂 層 ， さ ら に 最 上 部 の 沖 積 陸 成 層 に 相 当 す る ． こ れ ら の 堆 積 物 の う ち ， 狭 義
の沖積層基底喋層および下部砂層の一部は，海津（１９７９）の示すように，最終氷期最大
海 面 低 下 期 に 形 成 さ れ た 埋 没 谷 中 に 堆 積 し て お り ， そ の 分 布 範 囲 は 限 ら れ て い る ． ま
た，濃尾層と南陽層との間には不整合関係が認められ（古川，１９７２），約１０，０００年前に，
一時的な海水準の停滞あるいは海退があったと考えられている（古川，１９７２；海津，１９７

９）．
縄 文 海 進 に と も な っ て 拡 大 し た 内 湾 底 に 堆 積 し た 沖 積 層 中 部 泥 層 は ， 貝 化 石 を 多 く

含 む 泥 質 層 か ら な り ， 内 湾 の 縁 辺 部 で ５ ～ ７ 程 度 の Ｎ 値 を 示 す 以 外 は ほ ぼ 全 域 に わ た っ
て Ｎ 値 Ｏ ～ ２ 程 度 の 極 め て 軟 弱 な 堆 積 物 と な っ て い る ． そ の 分 布 域 は ， 大 垣 直 一 羽 島 市
一 尾 西 市 一 稲 沢 市 南 部 一 西 枇 杷 島 町 を 結 ぶ 線 以 南 の 地 域 で ， こ れ よ り 上 流 側 で は 厚 い

砂 層 あ る い は 不 規 則 な 砂 泥 互 層 に 変 化 す る ． こ の 泥 質 層 は ， 全 体 と し て は 西 に 厚 く 東
に薄くなる傾向を持ち，平野西縁部では最深部-５０ｍ，層厚３０ｍを超える地点も存在する．
沖 積 層 中 部 妻 垂 轟 説 成 す る 堆 積 物 は ， 粘 土 ・ シ ル ト 層 よ り な る が ， 平 野 南 部 で は ， 上
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第 ２ 図 濃 尾 平 野 に お け る “ Ｃ 年 代 値 と そ の 分 布
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部および下部がシルト層，両者に挟まれた中部が粘土層となっていることが多い．
沖積層中部泥層をおおう上部砂層は，主として細砂あるいはシルト混じり細砂によ
って構成されるＮ値１０～３０，層厚１０～１５ｍの砂層である．砂層中にはしばしば腐植物や
貝化石が含まれるほか，分布域の北部では砂傑を含んだり，砂礎層となることもある．
全体として僅かに南西方向に厚くなる傾向を示すが，沖積層中部泥層の北限付近では，
急に層厚を増し，やや粗粒な上部と細粒な下部とに分かれることが多い．

沖積層の堆積＿過程
沖 積 層 の 堆 積 過 程 と 堆 積 時 期 と に つ い て 詳 し く 検 討 す る た め ， 堆 積 物 の 粒 度 分 析 を

行 う と と も に ， １ ４ Ｃ 年 代 測 定 値 の 整 理 ・ 検 討 を 行 っ た ． そ の 結 果 ， 沖 積 層 中 ・ 上 部 の
堆 積 物 は さ ら に 細 分 さ れ ， 内 湾 底 に 堆 積 し た 厚 い 泥 層 の 上 下 に ， 前 置 斜 面 前 縁 部 の ブ
ロ デ ル タ 的 な 堆 積 物 が 堆 積 し て い る こ と が 明 ら か に な っ た ． ま た ， 堆 積 物 の 分 布 ・ 年
代 か ら ， 完 新 世 に お け る 沖 積 層 の 堆 禎 過 程 が ， 次 の ① ～ ④ の ス テ ー ジ に 分 け ら れ る こ
とが明らかになった．
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第 ３ 図 羽 島 市 竹 鼻 に お け る 沖 積 層 の 層 序 と 粒 度 組 成
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第 ４ 図 木 曽 川 デ ル タ に お け る 相 対 的 海 面 変 化 曲 線
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第 ５ 図 濃 尾 平 野 の 沖 積 層 の 構 造 と 堆 積 モ デ ル に 関 す る 模 式 図
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第 ６ 図 濃 尾 平 野 の 古 地 理 図
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①Ｓｌｏｗｔ；ｒヽ・１ｎｓｌ；Ｉ’ｅｓｓｉｖｅｓしａｇｅ（１０，０００-８，５００ｙｒＢＰ）：濃尾層と南陽層との境にはとこ
ろ ど こ ろ に 泥 炭 層 が 発 達 し ， ま た ， 濃 尾 層 の 上 面 が 高 度 の 異 な る 平 坦 面 を な し て い る
ことなどから，完新世初期（ｃａ．１０，０００-８，０００ｙｒＢＰ）の海面上昇速度は鈍化していたか，
２ ～ ３ 回 の 小 規 模 な 海 進 海 退 の サ イクル が あ っ た と 考 え ら れ る ． こ の 時 期 に は 現 在 の 木
曽 川 デ ル タ の 地 域 で は あ ま り 顕 著 な 堆 積 が 認 め ら れ ず， 現 在 の 伊 勢 湾 底 の 地 域 で 堆 積
が進行していたと考えられる．



②ＲａｐｉｄｔＪａｒｌｓｌｉｌ’ｅｓｓｉｖｅｓｔａｇｅ（８Ｊ００-６５００ｙｒＢＰ）：急激な海面の上昇にともなって，
陸 域 と 海 域 と の 境 界 は 内 陸 側 へ 急 速 に 移 動 す る ． そ の た め ， 木 曽 川 三 角 州 の 堆 積 物 は
累 重 的 に 堆 積 す る も の の ， 三 角 州 の 位 置 自 体 は 内 陸 側 へ 後 退 し ， 前 置 斜 面 前 縁 部 の 堆
積 物 及 び 前 置 層 堆 積 物 の 厚 さ は 余 り 厚 く な ら な い ．
③・ＸＩ；１；ｒａ（ｌｅａｔｉｏｎａｌｓｔａｇｅ（６１５（）Ｏ-５５００５７ｓＪＰ）：繩文海進の終わり頃には海面の上昇と
河 川 に よ る 土 砂 の 供 給 ・ 堆 積 と が ほ ぼ 釣 合 い ， デル タ の 位 置 は ほ と ん ど 変 化 し な い ．
そ の 結 果 ， デ ル タ の 構 成 層 は 累 重 的 に 堆 積 し て 厚 さ を 増 し ， 内 湾 最 奥 部 の 三 角 州 前 置
層 に 相 当 す る 砂 層 が 厚 く 堆 積 す る ． 当 時 の 内 湾 底 は 南 お よ び 西 に 深 く ， 東 お よ び 北 に
浅くなる傾向をもっていて，毎湾が最も拡大したと考えられる約６５００年前の水深は，
地盤運動の影響を差し引いても南西部において２０～３０ｍに達していたと考えられる．
④Ｉ）ｒｏ１１【’ａｄ・１ｔｉｏｎａｌｓしａｇｅ（５，５００ｙｒＢＰ-）：後氷期の海進（縄文海進）が終わり，高位
安 定 期 に は い る と ， 三 角 州 堆 積 物 は 内 湾 を 埋 積 し な が ら 前 進 的 に 堆 積 す る ． そ の 結 果 ，
内 湾 は 次 第 に 縮 小 し ， デ ル タ の 位 置 は 沖 合 い 方 向 へ と 移 動 す る ． 三 角 州 の 前 置 層 ， お
よ び 前 置 斜 面 前 縁 部 の 堆 積 物 が 沖 合 い 方 向 へ 付 加 的 に 堆 積 し て い く た め ， ほ ぼ 一 定 の
層 厚 を 持 っ た 砂 層 （ 沖 積 層 上 部 砂 層 ） と そ の 下 位 に 発 達 す る 砂 質 シ ル ト の 層 が 内 湾 底
の泥層をおおって顕著に発達する．なお，この時Ｊｔ月には小規模な海退（Ｒ（・１１ｒｅｓｓｉｖｅｓｔ
ａｇｅ）を伴った海面の微変動がみられるが，濃尾平野では上部砂層の層厚が厚いため，
微 変 動 の 影 響 は 上 部 砂 層 上 面 に 浅 い 谷 が 形 成 さ れ る 程 度 で あ ま り 顕 著 に は 認 め ら れ な
い．
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３９-５９．

井関弘太郎（１９６２）沖積平野の基礎的問題点．名大文学部研究論集，ＸＸＩＶ，５１-７４．
井関弘太郎（１９８３）［ｆ’沖積平野］．東京大学出版会，１４５ｐｐ．
太田陽子・松島義章・森脇広（１９８２）日本における完新世海面変化に関する研究の現状
と問題-ＡＬｌａｓｏｆ１１０１０ｃｅｎｅ５；ｅａ-ｌｅｖｅｌｌｌｅｃｏｒｄｓｉｎＪａｐａｎを資料としてー．第四紀
研究，２１-３，１３３-１４３．

太田陽子・海津正倫・松島義章（１９９０）日本における完新世相対的海面変化とそれに関
する問題-１９８０～１９８８における研究の展望-．第四紀研究，２９，３１-４８．

斎藤文紀（１９８７）海水準変動に支配された海成沖積層の形成モデル．月刊地球，９，５３
３-５４１．

海 津 正 倫 （ １ ９ ７ ９ ） 更 新 世 末 期 以 降 に お ける 濃 尾 平 野 の 地 形 発 達 過 程 ． 地 理 学 評 論 ，
５２，１９９-２０８．

海津正倫（１９８８）濃尾平野における繩文海進以降の海水準変動と地形変化．名大文学部
研究論集，ＣＩ，２８１５-３０３．

３ ４ -



濃 尾 平 野 １ ４ Ｃ 年 代 測 定 値 一 覧

地点
-

名古屋港
岐阜県
愛知県：ｔｎ父江町馬飼
岐阜県
ｆ曼知県祖父江町馬飼
岐阜県南濃町
名古屋港
名古屋港

年 代 コ ー ド 番 号 試 料 深 度 （ 海 抜 高 度 ）

７１０±４２０
１５００±１２５
１５７０±１００
１９１０±１１０
１９２０±１１０
２１００±９０
２３００±１７０
２３００±４２０

愛知県佐屋町善太新田２９３０±１１０
岐阜県羽島市竹鼻３１４０±８０
中村区役所
名古屋港
中村区役所
名古屋港
中村区役所
Ｓ詐ロ県弥誤Ｊ‾稲弧
名古屋港
三重県多度町大鳥居
名古屋港
岐阜県養ｊｌｉｌ町西小倉

愛知県祖父江町馬飼
名古屋港
名古屋港
岐阜県羽島市竹鼻
名古屋港

３６７０±１７０
３８００±１２０

Ｎ-２４６８

（；ａＫ-３１４２

Ｎ-２４６９

ＧａＫ-３１４３

Ｎ-２４７０

泥炭
泥炭
泥炭
泥炭
泥炭

（；ａＫ-７６２１泥炭
（ｌ，１Ｋ-１４２４８貝化石
Ｎ-３１８９腐植土
ＮＵＴＡ-４８３植物片

５０６０±１７０ＮＩＪＴＡ-４８２植物片
５８２０±２６０
６１９０±１１０（；，１Ｋ-１３２７９貝化石
６８６０±２１０
８１５０±９６０
８３６０±１９０
８６８０±３６０
８７００±２００

ＧａＫ-７６２９

ＧａＫ-３１４６

（；ａＫ-７６３３
（ｌａＫ-２６０３

８７３０±２７０（；１１Ｋ-３１４４
８８４０±３７０

９０８０±３００ＧａＫ-７６２５
９ｎｏ±２４０ＴＫ-２２４

９２５０±２５０

愛知県立田村梶鳥９３００±２４０
愛知ＳＩ壽且父江町馬飼１０２００±２２０
三重県楠町小倉１０５００±５００
三重県多度町大鳥居１１４００±３００
愛知県弥７１両扁弧１３９２０±４１０
名古屋港西部Ｉ地区１６７００±５００
名古屋港西部Ｉ地区１７１００±９００
名古屋港西部Ｉ地区１８２００±５００

ＧａＫ-２９７７

ＧａＫ-３１４５
ＧａＫ-２６０１

（；ａＫ-２６０２

ＧａＫ-２９８０

ＧａＫ-２９７９

ＧａＫ-２９７８

- ３５

泥炭

（-０．５）

（り．１（）へ・２．２０）

（-２）

（-３．；！（）～３．３０）

（-２．９４）（-３．９）

備考

（Ｊｊ～-１４．８，-１５．４～-１５．７）

（ - １ ７ ～ - ２ ０ ） ア カ ニ シ

（＋〔〕．１５～-０．２５）

（-１．７）

（-２．７）

（-７．０）

（心ぷ～-１２．５）

ＩＪこ炭質粘土（？）
泥炭
丿腐植ニヒ

（-４２．０～-４３．３）

旧期扇状地面，
オ レ ン ジ 色 火 山 灰 直 下

黒争Ｅ１色粘±３１．９０（-２８．９）沖積～浪尾層

泥炭
泥炭

（七ｊ～-４３．５）

（-２２）

貝化石（-３２．００）ｉｉｔｌ手ｊａ層最下部
黒褐色粘土；３７．５０（-３４．５）沖積～濃尾層
泥／；ぼ｛粘土（-１８．６０）沖積ｊｉ？？基底
１尼炭（-２８．８０）沖積，１｛？７基底

露炭質粘土（-３９．２５）
泥／；迫町粘土（-３８．１５）
泥炭質粘土（-３５．６５）

濃尾層下部
濃尾層下部
濃尾層下部



ＨＯＬＯＣＥＮＥＤＥＬＴＡＩＣＳＥＱＵＥＮＣＥＯＦＴＨＥＫＩＳＯＲＩＶＥＲＤＥＬＴＡ，ＣＥＮＴＲΛＬＪＡＰＡＮ

ＭａｓａＬｏｍｏＵＭＩＴＳＵ
（Ｄｅｐｔ，ｏｆＧｅｏｇｒａｐｈｙ，Ｎａｇｏｙａｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ，Ｎｌａｇｏｙａ４６４-０１．Ｊａｐａｎ）

Ｔ ｈ ｅ Ｋ ｉ ｓ ｏ ｒ ｉ ｖ ｅ ｒ ｄ ｅ ｌ ｔ ａ ｌ ｏ ｃ ａ ｔ ｅ ｓ ｉ ｎ ｔ ｈ ｅ ． ｓ ｏ ｕ ｔ ｈ ｅ ｒ ｎ ｐ ａ ｒ ・ し ｏ ｆ ｔ ｈ ｅ
Ｎ ｏ ｂ ｉ ｐ ｌ ａ ｉ ｎ ， ｃ ｅ ｎ ｔ ｒ ａ １ Ｊ ａ ｐ ａ ｎ ． Ｅ ｖ ｏ ｌ ｕ ｔ ｉ ｏ ｎ ｏ ｆ ｔ ｈ ｅ ｄ ｅ １ し ａ ｈ ａ ｓ ｂ ｅ ｅ ｎ
ｓ ｔ ｒ ｏ ｎ ｇ ｌ ｙ ｉ ｎ ｆ ｌ ｕ ｅ ｎ ｃ ｅ ｄ ｂ ｙ ｐ ｏ ｓ ｔ - ｇ ｌ ａ ｃ ｉ ａ ｌ ｓ ｅ ａ - １ ｅ ｖ ｅ ｌ ｃ ｈ ａ ｎ ｇ ｅ ｓ ， ａ ｎ ｄ
ｌａｎｄｆｏｒｍｓｏｆｔｈｅｄｅｌｔａｃｈａｎｇｅｄｒｅｍａｒｋａｂｌｙｄｕｒｉｎｇｔｈｅＨｏｌｏｃｅｎｅ．
Ｈｏｌｏｃｅｎｅｓｅｄｉｍｅｎｔｓｏｆｔｈｅｄｅｌｔａｃａｎｂｅｃｌａｓｓｉｆｉｅｄｉｎｔｏｔｈｅｌｏｗｅｒ
Ｓａｎｄｙ，ｍｉｄｄｌｅｍＵｄｄｙ，ＵｐｐｅｒＳａｎｄｙａｎｄＵｐＰｅｒｍＯＳｔｔｅｒｒｅＳＩしｒｉａ１ＵｎｉｔＳ。

Ｓ ｉ ｌ ｔ ｙ ｏ ｒ ｓ ａ ｎ ｄ ｙ ｔ ｒ ａ ｎ ｓ ｉ ｔ ｉ ｏ ｎ ａ ｌ ｚ ｏ ｎ ｅ ｓ ｃ ａ ｎ ｂ ｅ ｒ ｅ ｃ ｏ ｇ ｎ ｉ ｚ ｅ ｄ ｉ ｎ ｔ ｈ ｅ
ｕ ｐ ｐ ｅ ｒ ａ ｎ ｄ ｌ ｏ ｗ ｅ ｒ ｈ ｏ ｒ ｉ ｚ ｏ ｎ ｅ ｓ ｏ ｆ ｔ ｈ ｅ ｍ ｉ ｄ ｄ ｌ ｅ ｍ ｕ ｄ ｄ ｙ ｕ ｎ ｉ ｔ ｓ ｂ ｙ ｍ ｅ ａ ｎ ｓ ｏ ｆ ａ
ｐａｒｔｉｃｌｅｓｉｚｅａｎａｌｙｓｉｓ．Ｓｅｄｉｍｅｎｔｓｏｆｔｈｅｔｒａｎｓｉｔｉｏｎａｌｚｏｎｅｓａｒｅ
ｃ ｏ ｎ ｓ ｉ ｄ ｅ ｒ ｅ ｄ ｔ ｏ ｂ ｅ ｄ ｅ ｐ ｏ ｓ ｉ ｔ ｅ ｄ ｂ ｅ ｔ ｗ ｅ ｅ ｎ ｔ ｈ ｅ ｆ ｏ ｒ ｅ ｓ ｅ ｔ ａ ｎ ｄ ｂ ｏ ｔ ｔ ｏ ｍ ｓ ｅ ｔ
ｂｅｄｓｏｆｔｈｅｄｅｌｔａａｓｄｅｌｔａｆｒｏｎｔｓｅｄｉｍｅｎｔｓ。

Ｂａｓｅｄｏｎｔｈｅ１４Ｃａｇｅｓａｎｄｃｈａｒａｃｔｅｒｉｓｔｉｃｓｏｆｔｈｅｓｅｄｉｍｅｎｔａｒｙ
ｆａｃｉｅｓ，ＨｏｌｏｃｅｎｅｓｅｑｕｅｎｃｅａｎｄｅｖｏｌｕｔｉｏｎｏｆｔｈｅＫｉｓｏｒｉｖｅｒｄｅｌｔａ
ａｒｅｃｏｎｓｉｄｅｒｅｄａｓｆｏｌｌｏｗｓ。

ＴｈｅｐｏｓｔｇｌａｃｉａｌｔｒａｎｓｇｒｅｓｓｉｏｎｉｎｔｈｅｅａｒｌｙＨｏｌｏｃｅｎｅ（１００００-
８ ５ ０ ０ ｙ ｅ ａ ｒ ｓ Ｂ Ｐ ） ｗ ａ ｓ ｓ ｌ ｏ ｗ ， ａ ｎ ｄ ｉ ｎ ｔ ｈ ｉ ｓ ｓ ｌ ｏ ｗ ｔ ｒ ａ ｎ ｓ ｇ ｒ ｅ ｓ ｓ ｉ ｖ ｅ ｓ ｔ ａ ｇ ｅ ，
ｔ ｈ ｅ ｌ ｏ ｗ ｅ ｒ ｓ ａ ｎ ｄ ｙ ｕ ｎ ｉ ｔ ｄ ｅ ｐ ｏ ｓ ｉ ｔ ｅ ｄ ａ ｓ ｔ ｈ ｅ ｆ ｌ ｏ ｏ ｄ ｐ ｌ ａ ｉ ｎ ｓ ｅ ｄ ｉ ｍ ｅ ｎ ｔ ｓ ．
Ｄｕｒｉｎｇｔｈｅｒａｐｉｄｔｒａｎｓｇｒｅｓｓｉｖｅｓｔａｇｅｉｎｔｈｅｐｅｒｉｏｄｂｅｔｗｅｅｎ８５００ -
６５００ｙｅａｒｓＢＰ，ｔｈｅｌｏｗｅｒＫｉｓｏｒｉｖｅｒｄｅｌｔａｓｕｂｍｅｒｇｅｄａｎｄｔｈｅｃｏａｓｔ
ｌ ｉ ｎ ｅ ｒ ｅ ｔ ｒ ｅ ａ ｔ ｅ ｄ ｔ ｏ ｗ ａ ｒ ｄ ｓ ｔ ｈ ｅ ｃ ｅ ｎ ｔ ｒ ａ ｌ ｐ ａ ｒ ｔ ｏ ｆ ｔ ｈ ｅ ｐ ｒ ｅ ｓ ｅ ｎ ｔ Ｎ ｏ ｂ ｉ
ｐ ｌ ａ ｉ ｎ ． Ｌ ｏ ｗ ｅ ｒ ｓ ａ ｎ ｄ ｙ ｕ ｎ ｉ ｔ ｄ ｅ ｐ ｏ ｓ ｉ ｔ ｅ ｄ ａ ｓ ａ ｆ ｏ ｒ ｅ ｓ ｅ ｔ ｂ ｅ ｄ ｏ ｆ ｔ ｈ ｅ Ｋ ｉ ｓ ｏ
ｒｉｖｅｒｄｅｌｔａｉｎｔｈｅｒａｐｉｄｔｒａｎｓｇｒｅｓｓｉｖｅｓｔａｇｅ。

ｌ ｎ ｔ ｈ ｅ ｍ ｉ ｄ ｄ ｌ ｅ Ｈ ｏ ｌ ｏ ｃ ｅ ｎ ｅ ， ｍ ｕ ｄ ｄ ｙ ｓ ｅ ｄ ｉ ｍ ｅ ｎ ｔ ｓ ｏ ｆ ｔ ｈ ｅ ｍ ｉ ｄ ｄ ｌ ｅ ｕ ｎ ｉ ｔ
ｄ ｅ ｐ ｏ ｓ ｉ ｔ ｅ ｄ ａ ｓ ｔ ｈ ｅ ｂ ｏ ｔ ｔ ｏ ｍ ｓ ｅ し ｂ ｅ ｄ ， ａ ｎ ｄ ｔ ｈ ｅ ｓ ａ ｎ ｄ ｙ ｓ ｅ ｄ ｉ ｍ ｅ ｎ ｔ ｓ
ｄｅｐｏｓｉｔｅｄａｇｇｒａｄａｔｉｏｎａｌｌｙｉｎｔｈｅｉｎｎｅｒｍｏｓｔｐａｒｔｏｆｔｈｅｅｍｂａｙｍｅｎｔ
ａ ｓ ａ ｆ ｏ ｒ ｅ ｓ ｅ ｔ ｂ ｅ ｄ ｏ ｆ ｔ ｈ ｅ Ｋ ｉ ｓ ｏ ｒ ｉ ｖ ｅ ｒ ｄ ｅ ｌ ｔ ａ ． Ｔ ｈ ｅ ｄ ｅ ｌ ｔ ａ ｌ ｏ ｃ ａ ｔ ｅ ｄ ｉ ｎ
ｔ ｈ ｅ ｃ ｅ ｎ ｔ ｒ ａ ｌ ｐ ａ ｒ ｔ ｏ ｆ ｔ ｈ ｅ ｐ ｒ ｅ ｓ ｅ ｎ ｔ Ｎ ｏ ｂ ｉ ｐ ｌ ａ ｉ ｎ ． Ｔ ｈ ｉ ｓ ａ ｇ ｇ ｒ ａ ｄ ａ ｔ ｉ ｏ ｎ ａ ｌ
ｓｔａｇｅｗａｓｉｎｔｈｅｐｅｒｉｏｄｂｅｔｗｅｅｎ６５００ -５５００ｙｅａｒｓＢＰ．Ｆｏｌｌｏｗｉｎｇｔｈｅ
ｃｕｌｍｉｎａｔｉｏｎｏｆｔｈｅｐ ’ ｏ ｓｔｇｌａｃｉａｌｔｒａｎｓｇｒｅｓｓｉｏｎｓｉｎｃｅ５５００ｙｅａｒｓ
ＢＰ，ｔｈｅＫｉｓｏｒｉｖｅｒｄｅｌｔａｈａｓａｄｖａｎｃｅｄｔｏｗａｒｄｓｔｈｅｓｏｕｔｈｅｒｎｄｉｒｅｃ -
ｔ ｉ ｏ ｎ ． ｌ ｎ ｔ ｈ ｉ ｓ ｐ ｒ ｏ ｇ ｒ ａ ｄ ａ ｔ ｉ ｏ ｎ ａ ｌ ｓ ｔ ａ ｇ ｅ ， ｔ ｈ ｅ ｕ ｐ ｐ ｅ ｒ ｓ ａ ｎ ｄ ｙ ｕ ｎ ｉ ｔ
ｄ ｅ ｐ ｏ ｓ ｉ ｔ ｅ ｄ ｐ ｒ ｏ ｇ ｒ ａ ｄ ａ ｔ ｉ ｏ ｎ ａ ｌ ｌ ｙ ａ ｓ ａ ｆ ｏ ｒ ｅ ｓ ｅ ｔ ｂ ｅ ｄ ｏ ｆ ｔ ｈ ｅ Ｋ ｉ ｓ ｏ ｒ ｉ ｖ ｅ ｒ
ｄ ｅ ｌ ｔ ａ ． Ｓ ｕ ｒ ｆ ａ ｃ ｅ ｏ ｆ ｔ ｈ ｅ ｄ ｅ ｌ ｔ ａ ｈ ａ ｓ ｂ ｅ ｅ ｎ ｃ ｏ ｖ ｅ ｒ ｅ ｄ ｗ ｉ ｔ ｈ ｆ ｌ ｏ ｏ ｄ ｐ ｌ ａ ｉ ｎ
ｓｅｄｉｍｅｎｔｓａｓｔｈｅｕｐｐｅｒｍｏｓｔｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌｕｎｉｔ，ａｎｄｔｈｅｄｅｌｔａｆｒｏｎｔ
ｈａｓａｄｖａｎｃｅｄｔｏｗａｒｄｓｔｈｅｐｒｅｓｅｎｔｃｏａｓｔｌｉｎｅ．Ｄｕｒｉｎｇｔｈｅｐｅｒｉｏｄｓｏｆ
ｃａ．５０００ - ４５００ｙｅａｒｓＢＰａｎｄｃａ．３０００ - ２０００ｙｅａｒｓＢＰ，ｓｌｉｇｈｔｒｅｇｒｅｓ -
ｓ ｉ ｏ ｎ ｓ ｏ ｆ ｔ ｈ ｅ ｓ ｅ ａ - １ ｅ ｖ ｅ ｌ ｃ ａ ｎ ｂ ｅ ｓ ｅ ｅ ｎ ｉ ｎ ｔ ｈ ｅ Ｋ ｉ ｓ ｏ ｒ ｉ ｖ ｅ ｒ ｄ ｅ ｌ ｔ ａ●ｒｅｇｌｏｎ．

- ３ ６ -


